
2018年7月8日（日）�
13:00～17:00�
京都大学東一条館�
(京大正門から西へ徒歩5分)�

お待たせしました！	
昨年ご好評につき、今年
もオープンキャンパスを
開催します！ 	
京都大学の先進的な取り
組みの一つ、「思修館」を	
ぜひ見に来てください。	

京都大学大学院総合生存学館思修館	

総合生存学館	
（思修館）	

オープンキャンパス	

高い使命感・倫理観を有するグローバルリーダー
としての責任を持ち、種々のプレッシャーに耐え、
広い知識と深い専門性を両立させた柔軟性ある思
考で既存の学問や課題領域を束ねることができ、
かつ国内外での豊富な実践教育を通じて、「現

場」での的確な判断力・行動力を備えたリーダー
たる人材を育成します。�
https://www.gsais.kyoto-u.ac.jp/	

【問合せ先】　　総合生存学館事務部　075-762-2002�

	

プログラム　　	
　　学館長挨拶　寶  馨 学館長	
１・総合生存学館の概要(八思分野に基づく総合学術教育)	池田裕一副学館長 	
２・研究を楽しもう 山敷庸亮専攻長 ・黒木龍介・関大吉・大村榛菜	
３・世界に広がるキャリアパス　チャールズ・ボリコ（FAO駐日連絡事務所長） 	
４・海外武者修行を経験して 　奥井　剛（ユネスコ）・川田哲也（UNEP,	IWA） 	

	 	奥　勇紀（フランス企業「クリエイティブ・スーティカル」）	
５・在学生・教員との交流タイム　土田　亮　・　渡辺彩加 	

コンゴ民主共和国出身、キサンガニ大学で学士（心理学）及
び修士（産業心理学）取得。  キンシャサにある商科大学

（Institut	Supérieur	de	Commerce）で３年間教鞭を執った後、１
９９０年に来日し名古屋大学大学院国際開発研究科より国際

開発論で博士号を取得。　１年程名古屋大学での講師の後、

１９９７年より国際連合食糧農業機関（FAO）に勤務。	
１９９８年から２００３年迄FAOニューヨーク連絡事務所、２００３

年より事務局長官房付としてローマ本部へ異動。２００９年か
らはFAO人事部雇用・配属担当チーフ。２０１３年８月、FAO駐

日連絡事務所の初の外国人所長として着任。　FAOでの勤務
の傍ら客員教授として人事管理及び行政・開発について母国

コンゴ民主共和国・カトリック大学で教鞭も執る。	

チャールズ・ボリコ
国連食糧農業機関駐
日連絡事務所所長 	


